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海岸漂着物
の世界

石炭 石狩湾

太古の植物が地中に埋もれてできたものであ
り、燃料として使われます。石狩湾で見つか
る石炭は、北海道中央部（三笠や夕張など）
のものが、石狩川を流れて海までやってきた
と考えられます。

メノウ 石狩湾

石英を主成分とする、鉱物の一種です。透明
のものが多いですが、オレンジ色や赤色のも
のも見つかります。中には、縞模様が入った
ものも見つかります。黄鉄鉱 積丹半島

石の表面が金色の鉱物です。鉄と硫
黄からできていますが、黄金と見間
違ってしまう見た目のため、“愚か者
の金”ともよばれています。これはこ
れで、キレイなんですけどね・・・。

貝化石 石狩湾

海岸付近の地層から洗い出されて、流れ着いた
ものです。これらの化石は、約910万年前～760
万年前のものと考えられており、カニやクジラ
の化石が見つかることもあります。
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